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経
済
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
矢
津
田
道
夫
　

副
委
員
長
　
穴
井
　
千
秋

委
　
員
　
　
穴
井
　
則
之

委
　
員
　
　
井
野
　
和
哉

委
　
員
　
　
井
上
　
則
臣

　
　（
委
員
は
議
席
順
）

主
な
所
管
事
項

〇
農
林
課
・
建
設
課
の
事
務
に

関
す
る
事
項

〇
町
有
林
・
部
分
林
・
学
校
林

に
関
す
る
事
項

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
児
玉
秀
次
郎

副
委
員
長
　
下
城
孔
志
郎

委
　
員
　
　
佐
藤
　
　
毅

委
　
員
　
　
森
永
　
一
美

委
　
員
　
　
平
野
　
昭
夫

　
　（
委
員
は
議
席
順
）

主
な
所
管
事
項

〇
総
務
課
・
ま
ち
づ
く
り
課
・

町
民
課
・
福
祉
課
・
税
務
課
・

教
育
委
員
会
・
会
計
管
理
者

の
事
務
に
関
す
る
事
項

〇
訴
訟
に
関
す
る
事
項

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
井
上
　
則
臣

副
委
員
長
　
児
玉
秀
次
郎

委
　
員
　
　
矢
津
田
道
夫

委
　
員
　
　
下
城
孔
志
郎

委
　
員
　
　
穴
井
　
千
秋

　
　（
委
員
は
議
席
順
）

主
な
所
管
事
項

〇
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

〇
議
会
の
会
議
規
則
・
委
員
会

条
例
の
制
定
改
正
に
関
す
る

事
項

〇
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

広

報

調

査

対

策

特

別

委

員

会

委
員
長
　
　
森
永
　
一
美

副
委
員
長
　
井
上
　
則
臣

委
　
員
　
　
佐
藤
　
　
毅

委
　
員
　
　
井
野
　
和
哉
　
　

　
　（
委
員
は
議
席
順
）

「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
・
発

行環

境

問

題

調

査

特

別

委

員

会

委
員
長
　
　
矢
津
田
道
夫

副
委
員
長
　
児
玉
秀
次
郎

委
　
員
　
　
下
城
孔
志
郎

委
　
員
　
　
穴
井
　
千
秋

委
　
員
　
　
森
永
　
一
美

　
　（
委
員
は
議
席
順
）　

環
境
問
題
等
が
発
生
し
た
と
き

に
迅
速
な
対
応
対
策
を
協
議
す

る
。

議長に平野昭夫氏、
　　　副議長には穴井則之氏

　

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
後
、
初
議
会
と
な
る
令
和
元
年
第
３
回
臨
時
議
会
が
５

月
8
日
、
新
た
に
当
選
の
４
人
を
含
む
10
人
の
議
員
全
員
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

正
副
議
長
選
出
後
、
常
任
委
員
会
等
の
議
会
構
成
を
決
定
し
、
そ
の
後
各
種
委
員

等
が
選
任
さ
れ
た
。

議 会 構 成 決 定
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◎

各

種

委

員

等

◇
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
　
　
　
　
井
野
　
和
哉

◇
小
国
町
外
一
ケ
町

　
公
立
病
院
組
合
議
員

　
　
　
　
　
穴
井
　
則
之

　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
毅

◇
阿
蘇
広
域
行
政

　
事
務
組
合
議
員

　
　
　
　
　
井
上
　
則
臣

　
　
　
　
　
下
城
孔
志
郎

南小国町議会議員　よろしくお願いします！
（議員は議席順）

　副議長　穴井　則之
町民皆さんの声を議会に届けて

いきます！

　議　員　下城孔志郎
よろしくお願いいたします。

　議　員　佐藤　　毅
声を力に！

皆様と共に全力疾走！

　議　員　児玉秀次郎
皆んなが笑顔で取り組む地域活

性化

　議　員　井野　和哉
住みやすい町づくりに邁進しま

す！

　議　員　穴井　千秋
1 期目の経験を生かし、福祉向

上に努めます。

　議　員　井上　則臣
頑張ります。よろしくお願いし

ます。

　議　員　森永　一美
小さな声を届けます。

南小国が大好きです！

　議　員　矢津田道夫
住みやすい町づくりを目指して

頑張ります！

　議　長　平野　昭夫
町民目線のわかりやすい町民の

ための議会運営

議員集合写真
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令
和
元
年
６
月　

第
２
回
定
例
会

令和元年度　総予算 55億 9,016 万円（前年比 1.3％の増）

特別（7）会計

16 億 9,300 万円
（対前年比 1.4％の増）

一般会計

38 億 9,600 万円
（対前年比 1.3％の増）

会　計　名 平成 30年度
（当初予算）

令和元年度
（６月補正後） 前年比

一般会計 38億 4,991 万円 38億 9,661 万円 1.2%

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 6億 91万円 6億 829 万円 1.2%

後期高齢者医療 5,877 万円 5,968 万円 1.5%

介護保険 5億 9,393 万円 6億 1,469 万円 3.5%

水道事業 1億 8,749 万円 2億 494 万円 9.3%

農業集落排水事業 3,519 万円 3,144 万円 △ 10.7%

特定地域生活排水処理事業 2,627 万円 2,615 万円 △ 0.5%

公共下水道事業 1億 6,837 万円 1億 4,836 万円 △ 11.9%

合　　　計 55億 2,084 万円 55億 9,016 万円 1.3%

令和元年度　一般会計内訳

項　　目 金　　　　額 構成比（％）

歳　入

地方交付税 １６億４，０００万円 42.1%

町　税 ４億３１１万円 10.3%

県支出金 ２億９，０９１万円 7.5%

繰入金 ４億９５万円 10.3%

国庫支出金 ２億９，２２７万円 7.5%

町　債 2 億２，４６２万円 5.8%

分担金及び負担金 １億２，８９４万円 3.3%

使用料及び手数料 ６，５９４万円 1.7%

その他 ４億４，９８７万円 11.5%

合　　計 ３８億９，６６１万円 100.0%

歳　出

総務費 ９億２，９５５万円 23.9%

民生費 ６億８，２８３万円 17.5%

衛生費 ５億９，１２６万円 15.2%

土木費 ３億６，０６０万円 9.3%

農林水産業費 ４億５，１１３万円 11.6%

公債費 ２億８，５０３万円 7.3%

教育費 ２億３，４８２万円 6.0%

消防費 １億２，６２８万円 3.2%

その他 ２億３，５１１万円 6.0%

合　　計 ３８億９，６６１万円 100.0%
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●
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

主
な
内
容

町
制
施
行
50
周
年
記
念
冊
子
作

成
委
託
料　
　
　

１
４
０
万
円

起
業
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
支

援
業
務
委
託
料　

４
０
０
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
業

務
委
託
料　
　
　

７
７
８
万
円

物
産
館
き
よ
ら
カ
ァ
サ
レ
ジ
入

替
補
助
金　
　
　

４
８
１
万
円

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
設

計
・
監
理
業
務
委
託　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

８
６
９
万
円

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
工

事　
　
　
　
　

４
４
４
４
万
円

林
業
機
械
等
導
入
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

３
２
５
万
円

黒
川
温
泉
ナ
イ
ト
マ
ラ
ソ
ン
補

助
金　
　
　
　
　

７
０
０
万
円

原
案
可
決

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

水

道

総

務

費

の

委

託

料

等

２
５
５
０
万
円
増
額

主
な
内
容

水
道
基
本
計
画
・
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
業
務
委
託

　
　
　
　
　
　

１
６
０
０
万
円

水
道
施
設
耐
震
診
断
業
務
委
託

　
　
　
　
　
　
　

９
５
０
万
円

原
案
可
決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

共
済
組
合
負
担
金
の
率
の
改
定

に
伴
い
共
済
費
７
千
円
の
増
額

原
案
可
決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

共
済
組
合
負
担
金
の
率
の
改
定

に
伴
い
下
水
道
総
務
費
共
済
費

８
千
円
の
増
額

原
案
可
決

●
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　
中
湯
田
　
堀
川
　
一
介
　
氏

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
等
の

選
任

〇
選
挙
管
理
委
員

　
荒
倉
上
　
河
津
　
博
文
　
氏

　
市
原
　
　
佐
藤
　
勝
也
　
氏

　
扇
上
　
　
佐
藤
　
千
春
　
氏

　
坂
の
下
　
毛
利
　
一
博
　
氏

〇
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
和
田
上
　
上
島
　
敬
次
　
氏

　
平
　
　
　
嶋
﨑
　
俊
秀
　
氏

　
志
津
下
　
工
藤
　
直
也
　
氏

　
吉
原
　
　
佐
藤
　
郁
雄
　
氏

（
補
充
員
は
選
挙
管
理
委
員
に

欠
員
が
生
じ
た
と
き
、
順
位
に

よ
り
補
充
さ
れ
る
も
の
で
す
。）

●
報
告

▼
繰
越
明
許
費
の
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

一
般
会
計
５
億
１
５
９
８
万

円
（
13
件
）
・
水
道
事
業
特
別

会
計
８
１
０
５
万
円
（
５
件
）・

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

２
４
４
６
万
円
（
１
件
）
を
明

許
繰
越

承　
　

認

▼
事
故
繰
越
の
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て

一
般
会
計
１
億
３
９
７
３
万
円

（
３
件
）
を
事
故
繰
越承　

　

認

●
規
約
の
変
更

▼
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

原
案
可
決

●
議
員
発
議

▼
南
小
国
町
議
会
傍
聴
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い

て

原
案
可
決

●
陳
情

▼
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時

中
止
と
、
普
天
間
基
地
の
沖
縄

県
外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、

国
民
的
議
論
に
よ
り
、
民
主
主

義
及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に

解
決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情配　

　

布

▼
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野

古
移
設
を
促
進
す
る
意
見
書
に

関
す
る
陳
情

配　
　

布

▼
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

と
全
国
一
律
制
度
及
び
、
開
か

れ
た
最
低
賃
金
審
議
会
の
在
り

方
を
求
め
る
陳
情

配　
　

布

▼
日
本
政
府
に
対
し
て
、
国
連

の
「
沖
縄
県
民
は
先
住
民
族
」

勧
告
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

配　
　

布

▼
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

採　
　

択

　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３

日
間
開
か
れ
た
。
予
算
審
議
で
は
、当
初
予
算
が
骨
格
予
算
だ
っ

た
こ
と
で
、
今
回
そ
の
肉
付
け
と
な
る
事
業
予
算
を
盛
り
込
ん

だ
一
般
会
計
と
、
３
特
別
会
計
を
審
議
し
た
。
一
般
会
計
に
は

２
億
１
１
５
４
万
３
千
円
が
追
加
さ
れ
、
当
初
予
算
と
合
わ
せ

た
総
予
算
は
38
億
９
６
６
１
万
４
千
円
と
、
昨
年
と
比
べ
１･

２
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
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●
専
決
処
分
の
報
告

▼
南
小
国
町
税
条
例
・
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

承　
　

認

平
成
30
年
度　

一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
12
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
9
号
）

承　
　

認

●
補
正
予
算

令
和
元
年
度　

一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

参

議

院

議

員

選

挙

費

他

６
０
２
万
円
の
増
額

原
案
可
決

●
条
例

▼
南
小
国
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例原

案
可
決

●
補
正
予
算

一
般
会
計
予
算
（
第
３
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

（
第
１
号
）

原
案
可
決

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

▼
南
小
国
町
立
小
中
学
校
空
調

設
備
設
置
工
事

西
部
電
気
工
業
株
式
会
社

６
２
７
０
万
円

原
案
可
決

　

令
和
元
年
5
月
8
日
に
開

催
さ
れ
た
第
3
回
臨
時
会
で

は
、
議
会
構
成
決
定
後
、
町

長
専
決
処
分
承
認
議
案
等
、

11
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
可

決
さ
れ
た
。

　

第
４
回
臨
時
会
が
令
和
元

年
７
月
16
日
に
開
催
さ
れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
他
３

議
案
が
提
出
・
可
決
さ
れ
た
。

令
和
元
年  

第
３
回
臨
時
会

令
和
元
年  

第
４
回
臨
時
会

平成 30年度　繰越明許費（主なものを掲載）

一般会計

事　　業　　名 金　　額 翌年度繰越額 進捗率

単県治山（市町村営）単独補助治山事業 １，０２５万円 ６６５万円 100%

町道中湯田赤迫線道路改良工事 ８，５００万円 ５，８０８万円 40%

町道手形野線（陣内橋）橋梁補修工事 ３，１００万円 ３，１００万円 20%

町内小学校空調設備設置工事 ６，６５３万円 ６，６５３万円 5%

南小国中学校空調設備設置工事 １，２１６万円 １，２１６万円 5%

平成 29 年発生農地等災害復旧事業 ５，９３３万円 ５，９３３万円 10%

平成 29 年発生公共土木施設災害復旧事業 ２億４，０００万円 ２億４，０００万円 10%

水道事業特別会計

事　　業　　名 金　　額 翌年度繰越額 進捗率

簡易水道配水管布設取替工事 ５，６６０万円 ３，７４７万円 20%

仮設導水配管工事 １，５５８万円 １，５５８万円 90%

公共下水道事業特別会計

事　　業　　名 金　　額 翌年度繰越額 進捗率

公共下水道事業 ６，２７８万円 ２，４４６万円 60%
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【
議
員
】
質
の
高
い
教
育
環
境
は
子
ど
も
の
た
め
で
あ
り
、
町
づ

く
り
の
た
め
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
①
登
下
校
時
の
安
全
対
策
は
。

②
英
語
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
向
け
て
は
。
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
取
り
組
み
は
。
④
き
よ
ら
塾
の
現
状
と
今
後
は
。
⑤
小
国
高

校
改
革
で
人
材
育
成
を
。

【
町
長
】
①
通
学
路
安
全
推
進
協
議
会
で
交
通
安
全
、
防
犯
の

両
面
に
つ
い
て
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。
②
中
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

が
小
学
校
に
も
指
導
に
回
っ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教

室
を
開
催
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
利
用
し
て
ド
ロ
ー
ン
を

動
か
す
取
り
組
み
も
実
施
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
進
め
る
。
③
必

要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
は
で
き
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活

用
に
対
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
い
、
活
用
を
進
め
る
。
④
英
会

話
や
、
新
聞
を
利
用
し
た
見
出
し
付
け
、
日
本
地
図
を
利
用
し

た
学
習
等
を
行
い
、
成
果
も
上
が
っ
て
い
る
。
中
学
生
へ
の
対

応
も
必
要
。
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。
⑤
小
国
高

校
が
夢
や
目
標
を
持
っ
て
頑
張
れ
る
魅
力
あ
る
学
校
で
あ
る
こ

と
が
重
要
。
課
題
を
少
し
で
も
解
決
で
き
る
よ
う
、
小
国
高
校

の
存
続
に
向
け
て
関
係
団
体
と
協
力
し
支
援
し
て
い
く
。

【
教
育
長
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
今
後
十
分
必
要
な
能
力
。
支
援
員
を
整

備
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
自
分
の
考
え
を
表
現
し
て
発
信
で

き
る
能
力
を
培
っ
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
町
全
体
の
活
性
化
の
た
め
、
市
原
地
区
の
に
ぎ
わ
い
復

活
は
絶
対
条
件
だ
。
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
の
施
策
は
。

住
民
の
声
を
取
り
入
れ
た
協
議
と
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
、
志
賀

瀬
川
沿
い
に
遊
歩
道
整
備
を
。

【
町
長
】
中
心
部
が
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
は
町
の
元
気

に
つ
な
が
る
。
Ｊ
Ａ
跡
地
は
、
町
民
が
利
用
し
や
す
く
、
足
を

運
び
た
い
場
所
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
町
民
を
交
え
た
協
議
会

を
設
置
し
、
検
討
し
て
い
く
。
鬼
山
交
差
点
か
ら
温
泉
館
ま
で

の
道
路
整
備
は
起
爆
剤
に
な
り
う
る
。
遊
歩
道
整
備
は
住
民
、

観
光
両
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
検
討
し
て
い
く
。

議員一般質問　町政を問う‼
1 佐藤　　毅 「教育環境について」

「町中心部にぎわい復活の為に」
...................7

2 森永　一美 「イベントや催しなどの情報発信は？」
「町としての住環境の整備状況は？」

...................8

3 下城孔志郎 「農業公社の設立について」
「JA南小国支所について」

...................8

4 井野　和哉 「農林業の後継者育成対策は」
「町水道の今後の対応は」

...................9

5 児玉秀次郎 「３校ある小学校を近い将来統廃合する考えはあるのか？」
「保育無償化の対応は？」

...................9

6 穴井　千秋 「新人職員の育成方と研修について」
「森林経営管理制度の取り組みについて」

.................10

7 穴井　則之 「町の農林業の今後の取り組みは」 .................10

8 井上　則臣 「史跡・文化財の保護と活用を」 .................11

教育環境について
町中心部にぎわい復活の為に

佐藤　毅　議員
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【
議
員
】
町
内
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
物
が
あ
る
が
、

事
前
告
知
が
十
分
で
な
く
も
っ
た
い
な
い
。
事
前
告
知
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
？

【
町
長
】
現
在
は
み
な
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
広
報
誌
、
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
４
つ
の
ツ
ー
ル
が
あ
る

が
情
報
量
は
十
分
で
な
い
。
今
後
き
よ
ら
ニ
ュ
ー
ス
内
で
主

催
者
出
演
方
式
の
告
知
コ
ー
ナ
ー
も
検
討
し
て
い
る
。

【
議
員
】
時
代
に
合
わ
せ
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ラ
イ
ン
な

ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
追
加
し
て
は
ど
う
か
。
過
去
、
現
在
、

未
来
と
い
う
時
間
軸
の
中
で
誰
が
ど
の
よ
う
に
情
報
発
信
す

る
の
か
決
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
議
員
】
現
在
、
公
営
住
宅
に
な
か
な
か
入
れ
な
い
、
空
き

家
バ
ン
ク
も
修
繕
が
必
要
だ
っ
た
り
高
価
だ
っ
た
り
と
す
ぐ

入
居
で
き
る
物
件
が
少
な
い
中
、
こ
れ
か
ら
町
外
の
方
と
の

交
流
や
受
け
入
れ
も
本
格
化
し
て
く
る
と
思
う
が
住
環
境
整

備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
公
営
住
宅
は
全
１
７
３
戸
。
入
居
戸
数
１
６
２
、

空
き
11
（
内
、
修
繕
等
の
為
の
政
策
的
空
き
８
）。
民
間
住

宅
が
少
な
い
の
で
賃
貸
住
宅
を
建
設
す
る
際
に
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
も
全
て
売
買
の
み
な
の
で
、
賃
貸

物
件
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
な
が
ら
登
録
を
進
め
た
い
。

【
建
設
課
長
】
公
営
住
宅
は
不
定
期
に
空
き
が
発
生
す
る
の

で
、
た
ま
た
ま
空
き
が
出
た
時
は
す
ぐ
入
居
で
き
る
こ
と
も

あ
る
。
今
後
は
公
平
公
正
な
空
き
情
報
を
ど
の
よ
う
に
出
し

て
い
く
か
検
討
す
る
。

【
議
員
】
公
営
住
宅
の
空
き
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

開
し
て
欲
し
い
。
空
き
家
バ
ン
ク
は
希
望
売
却
価
格
で
は
な

く
適
正
価
格
の
設
定
と
、
す
ぐ
に
住
め
る
物
件
の
登
録
を
し

て
も
ら
え
る
仕
組
み
作
り
を
し
て
欲
し
い
。

【
議
員
】
農
業
公
社
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
一
年
前
に
井
上

議
員
か
ら
同
じ
質
問
が
あ
っ
て
、
前
向
き
に
検
討
す
る
と
回

答
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
一
年
間
、
ど
の
様
な
検
討
が
な
さ
れ

た
か
伺
い
た
い
。

【
町
長
】
我
町
で
も
、
以
前
公
社
に
準
ず
る
グ
リ
ー
ン
南
小

国
を
設
立
し
た
が
、
経
営
の
悪
化
か
ら
解
散
し
た
経
緯
が
あ

る
。
そ
の
後
の
現
状
を
見
れ
ば
、
ご
指
摘
の
農
業
公
社
は
一

つ
の
手
段
で
も
あ
る
。

【
議
員
】
今
の
答
弁
は
一
年
前
と
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
な
い
。

こ
の
一
年
何
を
し
て
い
た
の
か
？
今
日
か
ら
三
か
月
以
内

に
、
絶
対
何
ら
か
の
形
を
創
っ
て
頂
き
た
い
。

【
町
長
】
若
手
農
業
家
と
こ
れ
ま
で
任
意
で
検
討
は
し
て
来

た
。
今
後
は
農
業
・
林
業
・
畜
産
業
と
協
議
を
す
る
。
三
カ

月
以
内
に
、
起
こ
す
事
を
約
束
す
る
。

【
議
員
】
Ｊ
Ａ
南
小
国
支
所
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
、
今
後
ど
の
様
に
す
る
の
か
を
、
詳
し
く
伺
い
た
い
。

【
町
長
】
平
成
30
年
６
月
に
、
Ａ
マ
ー
ト
の
閉
鎖
の
挨
拶
と
、

農
協
跡
地
の
売
却
と
利
用
の
件
な
ど
、
農
業
組
合
代
表
か
ら

Ｊ
Ａ
南
小
国
支
所
に
付
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

今
後
と
し
て
は
、
町
民
が
集

い
、
利
用
し
、
教
育
や
文
化
の
拠

点
と
成
る
様
な
可
能
性
を
含
ん

で
い
る
場
所
な
の
で
、
町
民
の
意

見
等
を
聞
き
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
描
き
た
い
。

イベントや催しなどの情報発信は？
町としての住環境の整備状況は？

森永　一美　議員

農業公社の設立について
ＪＡ南小国支所について

下城　孔志郎　議員

閑散としたＪＡ南小国支所
～今、Ａマートは閉鎖されている～

8

令和元年6月　定例会：議員一般質問



【
議
員
】
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
は
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

【
町
長
】
課
題
の
対
策
と
し
て
、
農
業
従
事
者
の
負
担
軽
減

や
、
後
継
者
支
援
の
補
助
事
業
を
行
い
、
若
手
農
家
と
の
意

見
交
換
で
の
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
後
継
者
支
援
の
事
業

を
行
う
。

【
議
員
】
補
助
金
の
あ
り
方
を
も
含
め
、
悩
み
や
不
安
を
考

慮
し
な
が
ら
、
総
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
の
で
は
。

【
農
林
課
長
】
補
助
金
の
見
直
し
、
新
た
な
創
設
は
重
要
だ

と
考
え
る
。
若
い
後
継
者
と
積
極
的
に
話
し
合
い
、
十
分
な

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
現
在
、
７
か
所
あ
る
町
内
の
簡
易
水
道
事
業
を
今

後
ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
現
在
水
源
地
の
枯
渇
や
漏
水
な
ど
、
い
ろ
ん
な
課

題
が
あ
る
中
、情
報
を
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

業
務
の
効
率
化
と
中
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
く
。

【
建
設
課
長
】
町
水
道

の
維
持
管
理
、
運
営
に

つ
い
て
は
厳
し
い
現
状

で
あ
る
が
、
水
道
管
理

シ
ス
テ
ム
業
務
委
託
完

了
後
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

【
議
員
】
現
在
３
校
合
わ
せ
て
も
全
校
生
徒
数
は
約
１
８
０

人
。
今
後
少
子
化
が
進
ん
で
い
く
と
思
う
が
、
３
校
を
統
廃

合
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
教
育
長
】
統
廃
合
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。
小
規
模
校

な
ら
で
は
の
個
々
に
応
じ
た
丁
寧
な
指
導
が
な
さ
れ
て
お

り
、
生
徒
は
体
力
面
で
も
学
力
面
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
温
か
い
地
域
性
を
大
事
に
、
子
供
達
の
成
長
を
地
域
の

方
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
10
月
か
ら
の
幼
稚
園
保
育
園
無
償
化
の
概
要
と
町

の
負
担
費
、
ま
た
現
在
子
育
て
を
行
う
上
で
ど
の
よ
う
な
助

成
が
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
10
月
１
日
よ
り
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

園
等
で
、
対
象
年
齢
が
３
歳
以
上
は
全
員
、
０
歳
か
ら
２
歳

は
住
民
税
非
課
税
世
帯
が
無
償
化
に
な
る
（
通
園
送
迎
費
、

給
食
費
、
行
事
費
等
は
無
償
対
象
外
）。
負
担
割
合
は
国
２

分
の
１
、
県
４
分
の
１
、
町
４
分
の
１
。
初
年
度
の
10
月
か

ら
３
月
ま
で
の
６
カ
月
間
は
全
額
国
負
担
。
助
成
は
、
保
育

園
同
時
入
園
の
場
合
の
保
育
料
が
２
人
目
半
額
・
３
人
目
無

料
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
３
歳
未
満
児
世
帯
に

対
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
、
０
歳
か
ら
高
校
生

等
ま
で
の
医
療
費
全
額
助
成
が
あ
る
。

【
福
祉
課
長
】
実
際
の
対
象
は
３
歳
以
上
81
名
、
０
〜
２

歳
の
非
課
税
世
帯
３
名
の
計
84
名
。
町
の
負
担
増
は
約

２
０
０
万
円
程
度
。

【
議
員
】
助
成
が
充
実
し
て
い
る
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
助
成

一
覧
が
見
づ
ら
い
。
一
覧
を
工
夫
し
て
欲
し
い
。

農林業の後継者育成対策は
町水道の今後の対応は

井野　和哉　議員

３校ある小学校を近い将来統廃合する考えはあるのか
保育無償化の対応は

児玉　秀次郎　議員

水不足が心配される波居原地区簡易水道施設
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【
議
員
】
新
人
職
員
を
雇
用
す
る
上
で
の
実
態
的
な
事
と
、

研
修
・
育
成
方
法
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
町
長
】
例
年
退
職
者
数
と
同
程
度
の
採
用
を
行
っ
て
お
り
、

研
修
に
つ
い
て
は
各
課
長
の
指
示
に
よ
り
、35
種
の
研
修
に
、

延
べ
１
０
０
名
程
度
の
参
加
を
予
定
し
て
い
る
。

【
議
員
】
で
き
れ
ば
６
名
全
員
が
本
町
に
根
付
い
て
も
ら
っ

て
、
一
日
も
早
く
町
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
新
人

育
成
に
対
す
る
意
気
込
み
を
伺
い
た
い
。

【
総
務
課
長
】
仕
事
の
基
本
で
あ
っ
た
り
、
礼
儀
、
挨
拶
の

大
切
さ
を
指
導
し
な
が
ら
、
個
性
や
能
力
が
引
き
出
せ
る
よ

う
、
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
森
林
経
営
管
理
制
度
の
町
と
し
て
の
取
り
組
み
方

と
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
町
長
】
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
と
大
字
赤
馬
場
地
区
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
予
定
で
あ
る
。

【
議
員
】
事
業
者
・
林
業
者
が
少
な
い
中
、
整
備
自
体
進
ん

で
い
く
の
か
。
ま
た
、
採
算
に
合
わ
な
い
分
は
、
誰
が
ど
う

判
断
し
て
い
く
の
か
。

【
農
林
課
長
】
人
材
不

足
の
分
は
、
森
林
組
合

に
委
託
し
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
。
採
算
に
合
わ

な
い
分
の
判
断
は
、
意

向
調
査
を
踏
ま
え
な
が

ら
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】農
林
業
の
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
。
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被
害
等
の
課
題
を
抱
え
る
中
、
耕
作
放

棄
地
の
増
大
や
荒
廃
し
た
山
林
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
。
新

た
な
対
策
を
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

【
町
長
】
様
々
な
補
助
制
度
は
続
け
て
い
く
。
農
業
委
員
会

等
と
連
携
し
て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
よ
る
具
体
的
か
つ
地

域
に
密
着
し
た
問
題
や
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。
森
林
経
営

管
理
法
に
基
づ
く
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の
計
画

を
整
備
し
て
い
く
。
若
手
農
家
、
意
欲
あ
る
農
家
や
林
家
と

意
見
懇
談
会
で
協
議
し
て
い
く
。

【
議
員
】
①
減
反
政
策
で
復
活
で
き
な
い
水
田
地
目
に
対
す
る

働
き
か
け
は
。
②
小
規
模
圃
場
整
備
事
業
補
助
金
の
推
進
、
増

額
を
。
③
有
害
鳥
獣
対
策
用
に
地
区
ご
と
の
フ
ェ
ン
ス
設
置
を
。

【
農
林
課
長
】
①
適
正
に
管
理
し
て
い
く
。
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
を
分
類
し
地
目
変
更
を
促
す
。

②
他
の
圃
場
整
備
事
業
も
あ
る
。
農
家
の
現
状
を
考
慮
理
解

し
た
上
で
、
町
で
整
理
し
て
い
く
。
③
フ
ェ
ン
ス
設
置
に
は
導

入
費
用
、
維
持
管
理
等
の
問
題
も
あ
る
。

【
議
員
】
農
林
業
が
い
つ

ま
で
も
元
気
で
、
ま
た

す
ば
ら
し
い
農
村
の
原

風
景
で
あ
り
続
け
る
た

め
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
。

【
農
林
課
長
】
い
ろ
ん

な
形
で
考
え
、
現
状
を

踏
ま
え
総
合
的
に
議
論

し
て
い
く
。

新人職員の育成方と研修について
森林経営管理制度の取り組について

穴井　千秋　議員

町の農林業の今後の取り組みは
穴井　則之　議員

ハーベスタによる林内作業の風景

最盛期を迎えたトマト収穫
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【
議
員
】
こ
の
町
に
は
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
、
73
箇
所
の
貴

重
な
、
先
人
が
残
し
た
史
跡
・
文
化
財
が
あ
る
が
、
後
世
に

伝
え
、
敬
う
為
に
、
教
育
、
観
光
等
の
面
で
保
護
し
活
用
で

き
な
い
か
を
尋
ね
る
。

【
町
長
】
こ
の
町
に
は
、
国
・
県
・
町
指
定
の
史
跡
・
文
化
財

が
あ
る
。
維
持
保
存
し
後
世
に
残
す
事
は
、
重
要
な
事
だ
と

考
え
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
史
跡
・
文
化
財
に
は
所
有
者
が

い
る
。
維
持
保
存
に
関
し
て
は
所
有
者
の
意
向
が
あ
る
。
現

在
、
南
小
国
町
文
化
財
保
存
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
制
定

し
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
文
化
財
保
護
委
員
や
住
民・

所
有
者
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
進
め
て
行
き
た
い
。

【
議
員
】
個
人
所
有
で
僅
か
な
補
助
で
は
限
界
が
あ
る
と
思

う
。
歴
史
資
料
館
や
文
化
財
保
護
事
業
を
所
有
者
や
町
民
の

支
援
と
理
解
を
頂
き
設
立
・
保
護
を
進
め
て
欲
し
い
。

　

ま
た
紙
幣
の
肖
像
に
な
る
、
北
里
柴
三
郎
博
士
の
幼
少
時

の
、
橋
本
邸
も
復
元
保
護
が
出
来
な
い
か
？

【
町
長
】
町
と
し
て
は
、
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
し
て
行
き

た
い
が
、
所
有
者
、
地
域
の
方
が
た
、
任
意
団
体
の
理
解
と

協
力
が
欲
し
い
。

史跡・文化財の保護と活用を
井上　則臣　議員

議会だより表紙の絵を募集します‼
　　　　　大好きな南小国の風景、南小国のステキなトコロなど
　　　　　南小国に関する絵であればなんでもOKです。
　　　　　ぜひあなたの絵で表紙を飾ってください。

　　　　締め切り
　　　　　　令和元年１１月号・・・・令和元年１０月１５日（火）
　　　　　　令和２年　２月号・・・・令和２年　１月１４日（火）
　　　　　　令和２年　５月号・・・・令和２年　４月１０日（金）

　　　　応募作品の受付・お問合せは
　　　　　　南小国町役場　議会事務局　☎０９６７（４２）１１１１

皆さんの議会に対するお声、
議会だよりの感想なども合わせていただけますと幸いです。
よろしくお願いいたします。

志賀瀬の橋本邸
～復元保護ができないか～
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平成31・令和元年　議長・議会日誌
4月 21 町長・町議選挙

６
　
　
月

12～14 第２回定例会

５
　
　
月

8 初議会（第３回臨時会） 21 県庁阿蘇会

14 阿蘇市町村議長会総会 25 小国地区防犯協会総会

18 南小国中学校体育祭 26 阿蘇農協通常総代会

19 小国高校体育祭 26 南小国町人権教育推進協議会

22 新人議員勉強会 27 南小国中学校後援会総会

23 県町村議長会第 1回理事会 30 南小国町奨学生選考委員会

23 南小国町商工会総会

７
　
　
　
月

2 黒川ナイトマラソン実行委員会

24 阿蘇地区保護司会総会 8 市町村議長・議運長・常任委員長研修

24 国道５７号整備促進期成会総会 9 阿蘇広域事務組合議員施設研修

26 小国支援学校すぎのこ運動会 16 第４回臨時会

28～29 町村正副議長研修会 16 議会広報調査対策特別委員会

29 南小国町戦没者追悼式 17 議会全員協議会・議員勉強会

６
　
　
月

3 阿蘇広域事務組合議会臨時会 18～19 全国森林環境税議員連盟総会

3 防災会議 22 議会広報調査対策特別委員会

4 県町村議長研修会 26 阿蘇市町村正副議長・委員長研修会

4 小国公立病院議会 26 中九州・地域高規格道路推進期成会

5 議会運営委員会 30 国道 442 号道路促進期成会

5 議会広報調査対策特別委員会
８
　
月

1 県町村議長会第２回理事会

6 議会全員協議会 4 阿蘇郡市人権同和教育研究大会

6 観光協会総会 5 県町村議会正副議長研修会

7 小国漁協理事会

　

町
議
会
議
員
の
改
選
に
伴
い
広
報
委

員
会
も
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
同
時

に
元
号
が
平
成
か
ら
「
令
和
」
へ
と
変

わ
り
、
令
和
元
年
初
め
て
の
議
会
だ
よ

り
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
広
報
委
員
会
で
は
議
会
だ
よ
り
を

通
し
て
、
町
政
や
議
会
審
議
の
内
容
な

ど
を
分
か
り
や
す
く 

ち
ゃ
ん
と
伝
え
る

こ
と
で
、
町
民
皆
様
と
議
会
と
を
「
繋

ぐ
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
役
割
と
な

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。

　

ご
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
、
ご
感
想
な

ど
も
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で

す
。
今
後
勉
強
し
な
が
ら
新
し
い
こ
と

に
も
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（

委
員
長　

森
永
一
美
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　
　

委　

員　
　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

佐
藤　

毅

４年間よろしくお願いします。
～広報調査対策特別委員会～
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